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３ 自然動態 

 

3.1 出生・死亡 

（1）全市域 

 平成 30 年度（2018 年度）以降の出生・死亡の動向を見ると、いずれの年においても死亡

が出生を上回る自然減の傾向にある。令和 4 年度（2022 年度）の出生は 3,035 人、死亡は

4,435 人、出生から死亡を引いた自然増減は▲1,400 人となっている。この 5 年間で、出生

数は減少傾向、死亡数は増加傾向にあり、自然減の幅は拡大している。 

 

 
 

（2）7地域 

 平成 30 年度（2018 年度）以降の出生・死亡の動向を 7 地域別に見ると、中北部・中部・

西部・南部は一貫して自然減であり、北東部・北部は令和 2 年度（2020 年度）以降に自然

減に転じている。 

 令和 4 年度（2022 年度）の 7 地域別の自然増減を見ると、減少数が多いほうから順に、

南部（▲523 人）、中北部（▲283 人）、中部（▲243 人）、北東部（▲167 人）、西部（▲124

人）、北部（▲60 人）、東部（0 人）である。 
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（3）小学校区 

 平成 30 年度（2018 年度）以降の自然増減を小学校区別に見ると、ほとんどの校区で自然

減となっている。自然増・自然減が多い校区は、それぞれ以下のとおりである。 

 

自然増が多い小学校区 自然減が多い小学校区 

  出生 死亡 自然増減   出生 死亡 自然増減 

寺内 732 324 408 庄内 208 619 ▲ 411 

桜井谷東 808 435 373 庄内南 152 534 ▲ 382 

新田 593 231 362 野田 311 686 ▲ 375 

東泉丘 503 248 255 島田 208 551 ▲ 343 

新田南 421 338 83 庄内西 243 550 ▲ 307 
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小学校区別 平成 30 年度～令和 4 年度（2018～2022 年度）自然増減 
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3.2 子ども女性比 

（1）全市域 

 平成 30 年（2018 年）以降の子ども女性比（0～4 歳の子ども人口を 20～44 歳の女性人口

で割った値）4を見ると、令和 2 年（2020 年）から低下傾向にある。 

 

 

 
H30

（2018） 

R1

（2019） 

R2

（2020） 

R3

（2021） 

R4

（2022） 

0～4 歳人口 18,228 17,973 17,845 17,375 16,710 

20～44 歳女性人口 61,351 60,474 59,968 58,965 58,058 

 

（2）7地域 

 平成 30 年（2018 年）以降の子ども女性比を 7 地域別に見ると、南部では上昇傾向、北東

部と北部では下降傾向にある。令和４年（2022 年）時点の子ども女性比は高い方から順に、

北東部（0.334）、東部（0.327）、北部（0.300）、中北部（0.275）、中部（0.274）、南部（0.258）、

西部（0.233）である。 

 

                                                      

4 子ども女性比は将来人口推計で出生率の代替指標として用いられる。0～4 歳の子ども人

口を 15～49 歳の女性人口で割ることで求められる場合が多いが、20 歳未満と 45 歳以上

の出生率は非常に低いことから、ここでは女性人口を 20～44 歳として計算した。 
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    H30 R1 R2 R3 R4 

北東部 0～4 歳人口 3,112 3,091 2,946 2,764 2,537 

 20～44 歳女性人口 8,352 8,328 8,124 7,914 7,585 

 子ども女性比 0.373 0.371 0.363 0.349 0.334 

北部 0～4 歳人口 2,624 2,502 2,416 2,360 2,323 

 20～44 歳女性人口 8,339 8,031 7,873 7,791 7,746 

  子ども女性比 0.315 0.312 0.307 0.303 0.300 

東部 0～4 歳人口 2,292 2,259 2,387 2,304 2,236 

 20～44 歳女性人口 7,268 7,120 7,158 7,016 6,845 

 子ども女性比 0.315 0.317 0.333 0.328 0.327 

中北部 0～4 歳人口 4,012 3,918 3,927 3,842 3,693 

 20～44 歳女性人口 14,141 13,868 13,753 13,625 13,424 

  子ども女性比 0.284 0.283 0.286 0.282 0.275 

中部 0～4 歳人口 3,684 3,629 3,589 3,500 3,324 

 20～44 歳女性人口 12,861 12,622 12,552 12,204 12,133 

 子ども女性比 0.286 0.288 0.286 0.287 0.274 

西部 0～4 歳人口 655 621 623 641 642 

 20～44 歳女性人口 2,811 2,751 2,700 2,756 2,755 

  子ども女性比 0.233 0.226 0.231 0.233 0.233 

南部 0～4 歳人口 1,849 1,953 1,957 1,964 1,955 

 20～44 歳女性人口 7,579 7,754 7,808 7,659 7,570 

  子ども女性比 0.244 0.252 0.251 0.256 0.258 
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（3）小学校区 

 令和 4 年（2022 年）の子ども女性比について、高い小学校区、低い小学校区はそれぞれ

以下のとおりである。 

 

子ども女性比が高い小学校区 子ども女性比が低い小学校区 

  0～4 歳 
20～44

歳女性 

子ども 

女性比 
  0～4 歳 

20～44 

歳女性 

子ども 

女性比 

南丘 568 1,403 0.405 螢池 306 1,783 0.172 

東泉丘 526 1,328 0.396 野田 254 1,262 0.201 

豊南 332 935 0.355 庄内 192 919 0.209 

桜井谷東 846 2,401 0.352 庄内南 150 679 0.221 

東丘 397 1,155 0.344 克明 380 1,692 0.225 
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小学校区別 令和 4 年（2022 年）子ども女性比（0～4 歳子ども人口／20～44 歳女性人口） 

 

  


